
第８回瑞穂町行政評価委員会 次第 

 

日時 平成２５年３月２８日（木）午後２時～ 

場所 町民会館 第１会議室 

 

１ 開会 

 

２ 町長挨拶 

 

３ 委嘱状交付 

 

４ 議題 

（１） 正副委員長の互選 

 

 

（２）分科会の所属について 

 

 

（３）その他 

 

 

参考配付 

 行政評価委員会委員一覧 

 瑞穂町行政評価委員会条例 

 瑞穂町行政評価委員会条例施行規則 



№ 氏　名 性別 地　区 備　考

1 伊藤　幸雄
いとう　　　ゆきお

男 箱根ケ崎 識　見　者

2 大野
おおの

　芳一
よしいち

男 高根 公　募　委　員

3 木
き

村
むら

　幸
ゆき

子
こ

女 武蔵野 識　見　者

4 栗
くり

原
はら

　ひろみ 女 箱根ケ崎 識　見　者

5 小
こ

山
やま

　勝
かつ

壽
とし

男 箱根ケ崎 識　見　者

6 中
なか

村
むら

　博
ひろ

隆
たか

男 石畑 公　募　委　員

7 野口
のぐち

　　豪
ごう

男 箱根ケ崎 識　見　者

8 橋本
はしもと

　保
やす

成
なり

男 殿ケ谷 識　見　者

9 平
ひら

山
やま

　敬
ゆき

夫
お

男 長岡 識　見　者

10 湊
みなと

　　快
よし

枝
え

女 元狭山 識　見　者

11 村
むら

山
やま

　隆
たか

敏
とし

男 箱根ケ崎 識　見　者

鳥海
とりうみ

　俊
とし

身
み

栗原
くりはら

　裕之
ひろゆき

高橋
たかはし

　幹夫
みきお

榎本
えのもと

　　進
すすむ

行政評価委員一覧　（五十音順、敬称略）

　事務局　直通電話 042(557)7468　FAX 042(556)3401
       　 メールアドレス kikaku@town.mizuho.tokyo.jp

　企画部企画課企画係

　企画部長

　企画部企画課長

　企画部企画課企画係長



○瑞穂町行政評価委員会条例  

平成20年9月17日  

条例第30号  

 

(設置) 

第1条 瑞穂町における行政評価の客観性を維持し、長期総合計画の実効性の
確保及び効率的な行政の推進に資するとともに、町が行う施策について住民

に説明する責務が全うされるよう瑞穂町行政評価委員会(以下「委員会」とい
う。)を置く。  

 

(所掌事項) 

第2条 委員会は、町長の諮問に応じ、行政評価に関する基本的な事項を調査
し、及び審議する。  

2 委員会は、町長から定期的に行政評価の実施状況について報告を受け、町
長に助言及び提言を行う。  

3 委員会は、行政改革及び補助金等の適正化に必要な事項について調査し、
町長に助言することができる。  

 

(組織) 

第3条 委員会は、次に掲げる者のうちから、町長が委嘱する委員12人以内を
もって組織する。  

(1) 識見を有する者 9人以内  

(2) 公募による住民 3人以内  

2 町長は、専門事項を調査し、及び審議するため必要があるときは、前項の
規定による委員のほか、専門委員を委嘱することができる。  

 

(任期) 

第4条 委員の任期は、2年とする。ただし、再任を妨げない。  

2 委員に欠員が生じた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。  

3 専門委員の任期は、町長が指定した事項の調査及び審議が終了するまでの
間とする。  

 

(委員長及び副委員長) 

第5条 委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選により定める。  

2 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。  

3 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は欠けたとき



は、その職務を代理する。  

 

(会議) 

第6条 委員会は、委員長が招集し、議長となる。  

2 委員会は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。  

3 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長の
決するところによる。  

4 委員会は、公開するものとする。  

 

(関係者の出席) 

第7条 委員会は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席さ
せて意見を聴き、又は資料の提出を求めることができる。  

 

(分科会) 

第8条 委員会に必要に応じて分科会を置き、分野ごとの調査及び検討を付託
することができる。  

 

(庶務) 

第9条 委員会の庶務は、企画総務部において処理する。  

 

(委任) 

第10条 この条例の施行について必要な事項は、町長が別に定める。  

 

附 則  

(施行期日) 

1 この条例は、平成20年10月1日から施行する。  

(瑞穂町行政改革推進委員会設置条例の廃止) 

2 瑞穂町行政改革推進委員会設置条例(平成9年条例第15号)は、廃止する。  

(瑞穂町非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正) 

3 瑞穂町非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例 (昭和41年条
例第10号)の一部を次のように改正する。  

〔次のよう〕略  

 



○瑞穂町行政評価委員会条例施行規則  

平成20年12月25日  

規則第38号  

 

(趣旨) 

第1条 この規則は、瑞穂町行政評価委員会条例(平成20年条例第30号。以下「条
例」という。)の施行について必要な事項を定めるものとする。  

 

(分科会の設置) 

第2条 条例第8条の規定により次に掲げる分科会を置く。  

(1) 行政改革推進分科会  

(2) 補助金等審査分科会  

 

(分科会の所掌事項) 

第3条 行政改革推進分科会は、瑞穂町行政評価委員会(以下「委員会」という。)
の付託を受けて、行政改革の推進について必要な調査又は検討を行う。  

2 補助金等審査分科会は、委員会の付託を受けて、町が交付する補助金等の
適正化について必要な調査又は検討を行う。  

 

(分科会の委員) 

第4条 委員会の委員は、少なくとも1つの分科会の委員となるものとする。  

2 分科会に分科会長及び副分科会長を置き、その分科会に属する委員の互選
によりこれを定める。  

3 分科会長は、会務を総理し、分科会を代表する。  

4 副分科会長は、会長を補佐し、分科会長に事故があるとき、又は分科会長
が欠けたときは、その職務を代理する。  

 

(部長の補助金等審査分科会への出席) 

第5条 補助金等審査分科会は、円滑な審査に資するため、条例第7条の規定に
より、部長(瑞穂町組織規則(平成20年規則第9号)第4条に規定する部長及び瑞
穂町教育委員会事務局処務規則(平成4年教育委員会規則第3号)第3条第1項に
規定する部長をいう。以下「部長」という。)の出席を求めるものとする。  

2 部長は、分科会が調査し、又は検討する事案について意見を述べることが
できる。  

 

(分科会の会議) 



第6条 分科会の会議は、分科会長が招集する。  

2 分科会の会議は、委員の過半数が出席しなければ、その会議を開くことが
できない。  

3 分科会の会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、分
科会長の決するところによる。  

4 補助金等審査分科会の会議において、部長は前項の議決に加わることがで
きない。  

5 分科会は、公開するものとする。ただし、個人情報の保護のために分科会
長が必要と認めるときは、これを非公開とすることができる。  

 

(関係者の出席) 

第7条 分科会は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席さ
せて意見を聴き、又は資料の提出を求めることができる。  

 

(庶務) 

第8条 分科会の庶務は、企画総務部企画財政課において処理する。  

 

附 則  

この規則は、平成20年12月26日から施行する。  

 


